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＜連絡事項＞
・本日、法人研修があります。

・家族とすぐに連絡調整つかないまたは家族不在の方の単独外出・外泊承諾書について
　→現場管理者の代行決済で単独外出泊承諾書の書面対応する事になりました。

・毎週火曜日の定期薬自己管理の方のセットについて
[bookmark: _GoBack]→準夜帯のスタッフが確認をしていましたが、業務上の負担が大きいため、火曜日の日勤帯のリハプロ終了後から順次セットを行い、間に合わなかった方だけ準夜スタッフが確認する事にします。本日から行っています。


＜患者様連絡事項＞
・五日市　規様～治験薬が本日夕から7日分処方となっています。

・曽我　正子様～気分高揚気味で部屋で服薬した事があったため、服薬自己管理を中止していましたが、現在は安定してきている事から、本日セットして明日から自己管理を再開します。セットはスタッフと一緒に行います。
　　　　　　　　受け持ちスタッフからご家族に連絡し、主治医と今後の相談をしたいと話しがありました。主治医へ報告し、2/8(木)16：00から行う事で調整しています。妹様へは連絡しています。

・蝦夷森　重雄様～受け持ちスタッフからご家族に連絡し、主治医と今後の相談をしたいと話しがありました。主治医からは来週以降の面談でと指示があり、PSWにも連絡済みです。現在、日程調整中です。

・佐々木　淳様～本人から服薬自己管理の希望があり、2/9(木)から7日分ずつ実施する事で検討中。診察にて主治医に確認をします。セットはスタッフと一緒に行います。

・飯田　修子様～2/10(土)9：30～2/12(月)16：00の外泊希望あり、主治医より許可となっています。また、母様と眼鏡作成について相談して、作成する場合はまた外出希望を出すかもしれないとの事です。

・山下　拓也様～本日、たいよう法律事務所の春日氏と連絡し、小遣いは毎月事務所の方が当院に持ってくる事になりました。金額は買い物カードの時と同じ15000円とし、使用状況に合わせて調整する事にしました。
　　　　　　　　現在は現金が無いため、2/7(水)午後に持ってきていただく事になりました。最初はスタッフ管理にする事も含め本人に伝えています。

・明日10：00に成田　富士子様が転入予定となります。部屋は303号室です。

＜要注目患者様情報＞
・内田　都影様～本日は午前のOTに自分から参加しています。途中で腰痛を訴える事はありましたが、不機嫌さなどは見られず、スタッフの話も聞き入れ出来ています。
　　　　　　　　引き続き、他者トラブルに注意しながら精神状態の変化を観察していきましょう。

・上村　みわ様～2/9(金)からディオバン錠も含めて拒薬する事無く経過しています。プログラムは「肛門病」等と訴え拒否しています。また、「暦(カレンダー)貰う事になってる」と話す事がありました。
　　　　　　　　引き続き、拒否なく服用できるよう観察していき、もしまた拒薬した場合は主治医へ報告していきましょう。

・上野　千奈津様～疲労感を理由にプログラム不参加は続いていますが、スタッフとの会話はスムーズになってきています。スタッフから声を掛けると「人と話すのが辛い」と話しています。
　　　　　　　　　引き続き、休息を促しながら精神状態の観察をしていきましょう。

・山下　拓也様～2/2(金)に転入してから本日で5日目となります。確認は多いですが、不穏になる事はなく、日課も取り組めています。
　　　　　　　　現在、嗜好品を自己管理しています。物のやり取りはしないこと、早く無くなっても追加で購入はしない事を伝え、本人了解しています。

・飯田　修子様～不機嫌さや粗暴性は見られませんが、他病棟男性患者様に恋愛感情を持ったと話しています。本人いわく、相手の患者様から「母に会いたいから紹介しろ」と言われたとの事。また、プログラム中に相手に近寄り腕を組もうとしてスタッフの介入を要する事がありました。
　　　　　　　　他者トラブルに注意しながら、精神状態を観察していきましょう。


＜１ヶ月後事故振り返り＞
『1/8(月)畠山　文男様が西病棟から東病棟へ移動する階段で転倒し、右後頭部に裂傷を負い出血する。』

事故直後の振り返りの内容
原因→・本人は考え事をしていたと話しており、本人の注意力が低下していた可能性がある。
　　　・スタッフが少なく、患者様の変化に気付きにくい状態であった。
対策→・プログラム等の移動の際には、本人に付き添い、行き帰りの際には転倒に注意するよう声掛けをしていく。
　　　・一度転倒しているため、本人に転倒しないよう意識付けをしていく。

現在の状態
・靴を履いているがつまづき見られるため、見守りを要する。筋力低下の可能性もあるため、筋力アップのために運動を促す。
・転倒に関する本人への意識付けを継続する。
・現在はプログラムの移動はスタッフが付き添いようにしている。
・この転倒の後は一度も転倒なし。

